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佐
藤
守
さ
ん(
山
附)

が
、
長
き

に
わ
た
り
、
県
及
び
本
町
の
俳
句

文
化
の
普
及
発
展
や
芸
術
文
化

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
第
33
回
公
益
財
団
法
人

宮
崎
県
文
化
協
会
芸
術
文
化
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、平
成
６
年
に「
高

千
穂
俳
句
会
」
に
入
会
し
、
19

年
に
会
長
に
就
任
。
就
任
後
か

ら
町
広
報
誌
の
「
今
月
の
俳
句
」

の
選
者
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
文
化
協
会
会
長
や

県
俳
句
協
会
理
事
を
務
め
る
な

ど
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

げ
ん
じ
ろ
う

る
る
かひ

め
か た

い
し
ろ
う

株
式
会
社
杉
本
商
店(

杉
本
和

英
代
表
取
締
役)

が
第
24
回
グ
リ

ー
ン
購
入
大
賞
の
大
賞
と
農
林

水
産
大
臣
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し

ま
し
た
。

杉
本
商
店
の
原
木
栽
培
椎
茸
の

ビ
ジ
ネ
ス
が
、審
査
基
準
で
あ
る

持
続
可
能
な
調
達（
消
費
と
生
産
）

を
通
じ
た
、SD

G
s

（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）の
目
標
達
成
。脱
炭
素

社
会
や
循
環
経
済
の
実
現
、食
料

シ
ス
テ
ム
の
維
持
や
発
展
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、他
の
地
域
の
見

本
と
な
る
事
例
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
保
護
指
導
職
員
等
功
労

者
と
し
て
、
佐
藤
医
院
院
長
の
佐

藤
元
二
郎
さ
ん
が
、
社
会
福
祉

功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
。
西
臼
杵
支
庁
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
医
院
長
は
、
平
成
19
年

か
ら
西
臼
杵
支
庁
の
福
祉
事
務

所
嘱
託
医
と
し
て
、
生
活
保
護

に
お
け
る
医
療
扶
助
の
決
定
や
実

施
に
当
た
り
、
福
祉
事
務
所
に

専
門
的
判
断
や
助
言
指
導
を
行

う
な
ど
、
生
活
保
護
行
政
の
適

切
な
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
な
た
宮
崎
県
総
合
運
動
公

園
ひ
な
た
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
第
35
回
宮
崎
県
武
道
振
興
演

舞
大
会
・
相
撲
錬
成
大
会
に
お

い
て
、
高
千
穂
相
撲
ク
ラ
ブ
の

選
手
が
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

・
小
学
４
年
生
の
部(

男
女
混
合)

　
優
勝　
堀
瑠
琉
華
さ
ん

※

昨
年
に
引
き
続
き
２
連
覇

・
小
学
５
年
生
の
部(

男
女
混
合)

　
準
優
勝　
亀
井
太
士
朗
さ
ん

・
小
学
６
年
生
の
部(

男
女
混
合)

　
準
優
勝　
堀
姫
萌
華

第
33
回(

公
財
）宮
崎
県
文
化
協
会　

　
　
　
　
　
　

  

芸
術
文
化
賞
受
賞

第
24
回
グ
リ
ー
ン
購
入
大
賞

大
賞
・
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

令
和
５
年
度
社
会
福
祉
功
労
者

　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

第
35
回
宮
崎
県
武
道
振
興
演
舞
大

会
・
相
撲
錬
成
大
会
で
好
成
績

も
り
も
と　
　

も
り
え

昭
和
53
年
か
ら
45
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
県
道
８
号
線
河
内
交

差
点
に
お
い
て
、
毎
朝
、
児
童
や

生
徒
、
地
域
住
民
な
ど
に
対
す

る
交
通
安
全
上
の
注
意
を
呼
び

掛
け
る
街
頭
指
導
や
元
気
な
あ
い

さ
つ
を
通
じ
て
子
ど
も
の
見
守
り

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
や
交
通

安
全
の
意
識
向
上
に
寄
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
見
守
り
活
動

　
　
　
　
森
本
盛
惠
さ
ん(

河
内)

も
り
ざ
ね　

   

ひ
ろ
ゆ
き

平
成
4
年
か
ら
平
成
31
年
ま

で
の
長
き
に
わ
た
り
、
土
呂
久
鉱

山
跡
地
に
私
財
を
投
じ
て
、
夫

婦
で
桜
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
苗
木
を

植
林
し
維
持
管
理
に
努
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　
数
年
前
に
奥
様
を
亡
く
さ
れ
た

た
後
も
、
道
路
な
ど
の
落
ち
葉
を

花
木
の
肥
料
に
利
用
す
る
な
ど
、

環
境
美
化
活
動
に
も
寄
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

環
境
美
化
活
動

　
　
　
　
盛
實
弘
行
さ
ん(

岩
戸)

く
ど
う     

け
ん
い
ち

平
成
17
年
10
月
か
ら
令
和
５

年
３
月
ま
で
の
５
期
17
年
５
月
の

長
き
に
わ
た
り
、
高
千
穂
町
教
育

委
員
会
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、

教
育
行
政
の
識
見
を
活
か
し
な

が
ら
地
域
の
抱
え
る
課
題
を
捉

え
、
住
民
や
保
護
者
が
期
待
す

る
教
育
の
在
り
方
を
議
論
し
、

政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
な
ど
、

教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
活
動

　
　
　
　
工
藤
謙一
さ
ん(

岩
戸)

よ
し
む
ら　
じ
ゅ
ん
し
ょ
う

平
成
13
年
６
月
か
ら
令
和
５
年

６
月
ま
で
６
期
22
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
高
千
穂
町
教
育
委
員
会

委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
平
成
21

年
か
ら
、
教
育
委
員
長
、
教
育

長
職
務
代
理
者
を
歴
任
し
、
地

域
の
抱
え
る
課
題
を
捉
え
、
住

民
や
保
護
者
が
期
待
す
る
教
育

の
在
り
方
を
議
論
し
、
政
策
を

練
り
上
げ
て
い
く
な
ど
、
教
育
行

政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
活
動

　
　
　
　
𠮷
村
順
正
さ
ん(

上
野)

【
高
千
穂
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
町
の
政
治
、
経
済
、
教
育
文
化
、
厚
生
、
衛
生
な
ど
各
般
に
わ
た
っ
て
町
政
の
振
興
に
寄
与
貢
献

  

さ
れ
た
方
々
を
町
民
の
つ
ど
い
に
お
い
て
表
彰
し
ま
し
た
】

６
月
ま
で
６
期

た
り
、
高
千
穂
町
教
育
委
員
会

委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
平
成

年
か
ら
、
教
育
委
員
長
、
教
育

長
職
務
代
理
者
を
歴
任
し
、
地

域
の
抱
え
る
課
題
を
捉
え
、
住

６
月
ま
で
６
期

教
育
委
員
会
委
員
活
動

　
　
　
　

【
高
千
穂
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
町
の
政
治
、
経
済
、
教
育
文
化
、
厚
生
、
衛
生
な
ど
各
般
に
わ
た
っ
て
町
政
の
振
興
に
寄
与
貢
献

さ
れ
た
方
々
を
町
民
の
つ
ど
い
に
お
い
て
表
彰
し
ま
し
た
】

教
育
委
員
会
委
員
活
動

　
　
　
　

【
高
千
穂
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
町
の
政
治
、
経
済
、
教
育
文
化
、
厚
生
、
衛
生
な
ど
各
般
に
わ
た
っ
て
町
政
の
振
興
に
寄
与
貢
献

  


